
平成29年度第1回地域医療構想調整会議 議論まとめ（島しょ）

（意⾒交換）医療連携の強化・退院支援の充実
＜テーマ１＞島しょ基幹病院（広尾病院）との連携を強化するための方策について
＜テーマ２＞基幹病院との連携以外で、島しょの医療需要に対応していく方策について

＜テーマ１＞
○島しょの診療所は⾃治医⼤からの派遣の医師が多いことから、３⽉末で医師が変わる。その際に広尾病院に入院している患者であっても、
医師間での引き継ぎ漏れがないよう、広尾病院からも３⽉末時点で島しょから受け入れている患者の情報を提供して欲しい。（新島）

〇広尾病院に定期的に受診している患者であっても、紹介状のやり取りをきちんとできればよい。
（紹介状がないまま受診しているのか、受診中断となっているのかが把握できない。）（新島）

○島しょで実施できない検査を、広尾病院に外来受診する際に一緒に実施できるような体制があれば助かる。（新島）
○広尾病院から退院する場合、転院ではなく⾃宅退院扱いとなるため、看護サマリーがついていないが、島での在宅医療の提供方法を考える
ためにも看護サマリーを提供して欲しい。（神津島）

○代診医を広尾病院から積極的に派遣して欲しい。（⻘ヶ島）
○広尾病院の各診療科の先⽣と直接連携を取ることで対応してもらえる⼿術や検査等があれば、定期的に情報提供をお願いしたい。
（⼩笠原）
○広尾病院からの退院時に、一度、内地で転院した上で島に戻ることもあるかと思う。島の診療所では、転院した事実がわからないことも多
いため、広尾病院から転院した際に、情報提供してもらえると助かる。（⼩笠原）

○⻘ヶ島には、ケアマネが不在で、かつ、介護認定を⾏う職員も他の業務と兼任している。広尾病院に入院中にＡＤＬが落ちると、介護認定
等を⾏う体制を整えるところから対応しなければならないため、逐一情報提供いただきたい。（⻘ヶ島）

＜テーマ２＞
○患者のかかりつけの病院等、広尾病院以外の病院へ搬送する際、島しょの搬送システムから説明する必要が⽣じ、時間がかかる。
島しょの協⼒病院等に対して、島の患者搬送システムについて周知して欲しい。（⼩笠原）

○障がいをもつ子供を島で診ることが増えてきた。医師以外の職種によるフォローが必要な場合も多く、広尾病院や⼩児総合医療センターに
適宜紹介を⾏っているが、継続した診療が提供できている状況ではない。障がいをもつ子供に対する継続した診療体制の構築に向けた検討
をお願いしたい。（⼩笠原）
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